
(57)【要約】

本発明は胸部でのインピーダンス測定に基づき患者の吸

吸用気管内管の設置状態を体外から評価し監視する器具

と方法に関する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
患 者 の 呼 吸 用 気 管 内 管 の 設 置 を 評 価 し 監 視 す る に 際 し 器 具 が
少 な く と も 二 個 の 測 定 用 電 極 を 有 す る 測 定 装 置 、
測 定 用 電 極 の 作 動 用 電 源 、
監 視 を 開 始 或 い は 停 止 す る 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 、
肺 の 膨 張 の 有 無 、 そ の 結 果 挿 管 装 置 の 位 置 の 正 誤 を 知 ら せ る 信 号 を 出 す 表 示 装 置 或 い は 警
報 装 置 、 及 び
電 極 、 電 源 、 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 及 び 表 示 装 置 間 の 信 号 伝 達 用 連 結 器
か ら な り 、 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス を 外 部 か ら 測 定 す る た め に 電 極 を 胸 腔 に 設 置 す る こ と を 特
徴 と す る 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
器 具 が 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス 測 定 に 適 用 す る ４ 個 の 電 極 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
の 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
連 結 器 が 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 か ら 開 始 命 令 を 受 け 、 測 定 プ ロ セ ス を 管 理 し 、 イ ン
ピ ー ダ ン ス 信 号 を 計 算 、 分 析 し 、 時 間 経 過 と 共 に 有 意 な イ ン ピ ー ダ ン ス 変 化 を 確 認 し 、 “
呼 吸 ” か “ 無 呼 吸 ” か を 表 す 信 号 を 表 示 装 置 或 い は 警 報 装 置 に 伝 送 す る た め の 処 理 装 置 か
ら な り 、 か つ こ の 装 置 が 測 定 値 、 計 算 値 及 び 参 照 値 を 保 存 す る 記 憶 装 置 か ら な る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ の 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
電 源 が 携 帯 電 池 か ら な る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 が “ オ ン ／ オ フ ” ス イ ッ チ 又 は 第 一 が “ オ フ ” 位 置 、 第 二 が
“ 一 回 測 定 ” 位 置 、 第 三 が “ 監 視 中 ” 位 置 を 有 す る 三 点 ス イ ッ チ か ら な る 事 を 特 徴 と す る
請 求 項 １ の 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
警 報 装 置 が 音 発 生 装 置 及 び （ 又 は ） 発 光 装 置 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
処 理 装 置 が 収 縮 及 び 膨 張 し た 肺 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 計 算 、 分 析 し 、 測 定 し た イ ン ピ ー ダ ン
ス 値 を 記 憶 装 置 に 保 存 し 、 更 に 参 照 値 が 記 憶 装 置 に な い 場 合 は 測 定 値 を も と に 参 照 値 を 作
成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス が 参 照 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス 値 、 閾 イ ン ピ ー ダ ン ス 値 及 び （ 又 は ）
患 者 特 性 を 処 理 装 置 に 入 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
器 具 が 除 細 動 器 と 統 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 上 記 の 請 求 項 の い ず れ か に よ る 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
胸 部 内 挿 管 の 管 理 及 び 監 視 す る た め 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス 測 定 用 器 具 の 使 用 。
【 請 求 項 １ １ 】
患 者 呼 吸 用 の 胸 部 内 管 の 設 置 状 態 を 体 外 で 評 価 し 管 理 す る 方 法 に お い て ａ ） 胸 部 イ ン ピ ー
ダ ン ス 信 号 を 患 者 の 胸 部 に 設 置 し た 測 定 用 電 極 か ら 得 ら れ る 測 定 デ ー タ を も と に し て 得 、
更 に ｂ ） イ ン ピ ー ダ ン ス 信 号 を 分 析 し て 時 間 に 伴 う イ ン ピ ー ダ ン ス 変 化 を 確 認 し 、 ｃ ） イ
ン ピ ー ダ ン ス 変 化 を 既 定 の 閾 値 と 比 較 し 、 さ ら に ｄ ） も し 変 化 の 大 き さ が 既 定 値 を 越 え て
い れ ば 第 一 の 表 示 装 置 か 警 報 装 置 を 作 動 し て 正 常 な 挿 管 を 示 し 更 に （ 又 は ） 変 化 の 大 き さ
が 既 定 値 を 越 え な い 場 合 は 、 第 一 の 装 置 と は 異 な る 第 二 の 表 示 装 置 か 警 報 装 置 を 作 動 し て
誤 挿 管 を 示 す こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
ス テ ッ プ a) か ら ス テ ッ プ c)を 測 定 用 電 極 に 連 結 し た 処 理 装 置 で 行 い 、 そ の 閾 値 を 処 理 装
置 と 接 続 し た 記 憶 装 置 に 保 存 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ の 方 法 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
ス テ ッ プ a)に 先 立 ち 使 用 者 が 開 始 信 号 を 処 理 装 置 に 送 り か つ ス テ ッ プ a)か ら ス テ ッ プ d)を
既 定 の 時 間 の 間 或 い は 使 用 者 が 停 止 信 号 を 処 理 装 置 に 送 る 迄 繰 り 返 す こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ２ の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
処 理 装 置 運 転 用 プ ロ グ ラ ム が 請 求 項 １ ０ か ら １ ２ の い ず れ か の 方 法 で 実 行 す る 指 令 を 含 む
こ と を 特 徴 と し 、 記 憶 装 置 に 保 存 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ ー プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 挿 管 直 後 か ら 正 常 な 気 管 内 挿 管 が 行 わ れ た か を 評 価 し 、 そ の 気 管 内 管 が 正 常 に
設 置 さ れ て い る か を 継 続 的 に 監 視 す る 装 置 と 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 気 管 内 管 は 全 身 麻 酔 、 集 中 治 療 、 及 び 心 肺 蘇 生 を 行 う 時 に 使 用 さ れ る 。 気 管 内 管 は 患 者
の 肺 へ の 気 道 を 確 保 す る た め に 用 い る 。 気 管 内 管 は 喉 頭 鏡 の 助 け で 挿 入 さ れ る 。 こ の 装 置
に よ り オ ペ レ ー タ ー は 喉 頭 を 目 で 確 認 し 、 こ の 管 を 喉 頭 を 通 じ て 気 管 へ 挿 入 す る こ と が 出
来 る 。 あ る 時 に は 喉 頭 が 見 え ず に 管 を 誤 っ て 気 管 と は 反 対 の 食 道 に 挿 入 す る 事 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 気 管 内 管 が 誤 っ て 食 道 に 挿 入 さ れ た 場 合 は 十 分 な 気 道 が 確 保 で き ず 、 そ の 結 果 患 者 は 酸
素 欠 乏 と な り 重 大 な 害 と な り 死 に 至 る 事 も あ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 患 者 の 搬 送 又 は 移 動 時 に 気 管 内 管 が 異 常 に 移 動 し 、 そ の 状 態 の 臨 床 的 兆 候 が 現 れ ず 手 遅
れ に な る 事 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 最 も 重 要 な の は 正 常 に 気 管 内 挿 管 さ れ て い る こ と を 出 来 る だ け 早 く 確 認 す る 事 で
あ る 。 管 が 異 常 な 移 動 が 起 す 危 険 が あ る 場 合 に は 挿 管 状 態 を 監 視 で き る こ と は 又 重 要 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 管 の 正 し い 位 置 の 確 認 に は 通 常 管 を 通 じ て 患 者 に 一 定 量 の 空 気 或 い は ガ ス を 送 り 込 む 方
法 で あ る 。 管 が 気 管 に 入 っ て い れ ば 聴 診 器 に よ り 正 常 な 呼 吸 音 が 聞 け る 。 し か し ス ト レ ス
の あ る 状 態 及 び （ 又 は ） 周 囲 が 騒 が し い 場 合 に は こ の 重 要 な 呼 吸 音 が 聞 こ え に く く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 結 果 呼 吸 音 を 聞 く 事 に 基 づ か な い 装 置 が 幾 つ か 紹 介 さ れ て い る 。 こ れ ら は 例 え ば 圧
力 と 呼 吸 後 炭 酸 ガ ス 測 定 を 基 礎 と し た 装 置 で あ る 。 呼 吸 後 炭 酸 ガ ス 測 定 は 、 空 気 が 炭 酸 ガ
ス を 含 み 、 患 者 の 肺 を 通 り か つ 正 し く 挿 管 さ れ て い る と 仮 定 し て 、 患 者 の 排 気 空 気 を 分 析
す る こ と に 基 づ い て い る 。 し か し 炭 酸 ガ ス 含 量 の 測 定 は 幾 つ か の パ ラ メ ー タ ー （ 肺 を 通 過
す る 血 流 、 肺 内 で の ガ ス 交 換 、 一 呼 吸 当 た り の 呼 吸 容 積 、 １ 分 当 た り の 呼 吸 量 な ど ） に 依
存 す る 。 肺 を 通 過 す る 血 流 が 極 端 に 減 少 し な が ら 患 者 の 呼 吸 が 安 定 で あ る 場 合 に は 、 呼 吸
後 炭 酸 ガ ス 濃 度 は ほ ぼ ゼ ロ で あ ろ う 。 こ の 結 果 は 正 し く な い 挿 管 だ と 誤 解 さ れ る 。 呼 吸 後
炭 酸 ガ ス 法 は 挿 管 時 に 衰 弱 し て い る 患 者 の 他 の 生 理 学 的 パ ラ メ ー タ ー に 依 存 す る の で 、 信
頼 で き る 方 法 と は 考 え ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ の 他 の 装 置 で は 正 し い 挿 管 を 検 出 す る 要 素 と し て 胸 管 直 径 の 変 化 を 用 い る 。 胸 管 直 径
の 測 定 も 又 幾 つ か の 誤 り を 起 こ す 原 因 に よ り 影 響 さ れ る 。 時 々 患 者 の 胸 部 が 堅 す ぎ て 呼 吸
に よ り 十 分 に 膨 張 し な い 。 こ の よ う な 場 合 横 隔 膜 の 動 き に よ り 腹 腔 が 膨 張 す る 。 こ れ は 勿
論 患 者 の 胃 に 空 気 が 入 っ て い る （ 間 違 っ た 挿 管 ） と 誤 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 国 際 出 願 １ ９ ８ ７ ― ０ ７ ４ １ ５ （ WO89/07415） に は 気 管 内 管 或 い は 食 道 内 管 の 位 置 を 見
分 け る 器 具 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 器 具 は 患 者 の 気 管 或 い は 食 道 に 挿 入 す る 管 か ら な る 。
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こ の 管 で は そ の 末 端 に 一 対 の 電 極 を 取 り 付 け た プ ロ ー ブ を 気 管 又 は 食 道 内 に 取 り 付 け た 時
、 そ の 違 い が 導 体 間 の イ ン ピ ー ダ ン ス の 違 い で 判 る よ う に な っ て い る 。 や や 堅 め の チ ュ ー
ブ で あ る 気 管 に プ ロ ー ブ を 取 り 付 け る と 、 電 極 の 内 の 一 つ は 気 管 と 接 触 し 他 の 電 極 は 接 触
し て い な い 。 そ の 結 果 一 つ の イ ン ピ ー ダ ン ス 値 が 得 ら れ る 。 柔 ら か い チ ュ ー ブ で あ る 食 道
に プ ロ ー ブ が あ る 時 に は プ ロ ー ブ は 食 道 と 接 触 し 、 両 電 極 は 粘 膜 と 接 触 し 第 二 の イ ン ピ ー
ダ ン ス を 読 み る 。 こ の 測 定 原 理 は 患 者 の 気 管 及 び 食 道 が プ ロ ー ブ の 設 置 に 対 し ど の よ う に
反 応 す る か と 言 う 前 提 に 立 っ て い る 為 非 常 に 信 頼 し に く い 。 こ の 原 理 で は 胸 部 や 食 道 が 標
準 形 状 で な い 患 者 や 体 の こ の 部 分 に 損 傷 の あ る 患 者 に は 信 頼 性 の あ る 結 果 が 得 ら れ な い 。
そ の 上 通 常 の 挿 管 プ ロ ー ブ と 一 緒 に こ の 器 具 を 使 う の は 二 重 の 挿 管 し た こ と に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 来 の 技 術 と 方 法 に 関 連 し た 上 述 の 欠 陥 か ら 、 挿 管 直 後 に 気 管 内 管 の 正 確 な 位 置 を 評 価
し 、 経 時 的 そ の 位 置 を 監 視 す る 器 具 と 方 法 の 必 要 性 が 存 在 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 胸 腔 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 測 定 す る こ と に 基 づ い て い る 。 こ の 測 定 は 胸 部 外 　
か ら 行 う 。 イ ン ピ ー ダ ン ス 測 定 は ほ ぼ 一 定 の 直 流 （ 又 は 交 流 ） を 受 け る 少 な く と も 二 個 の
電 極 の 使 用 、 電 極 間 の 直 流 （ 又 は 交 流 ） 電 圧 測 定 、 及 び 電 圧 と 電 流 の 比 （ イ ン ピ ー ダ ン ス
） を 計 算 す る こ と か ら な る 。 こ の 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は こ の 器 具 は 電 極 の イ ン ピ ー
ダ ン ス が 測 定 に 含 ま れ れ な い よ う ４ 個 の 電 極 か ら な る 。 供 給 電 流 は 周 波 幅 ５ ０ 乃 至 １ ０ ０
ｋ Ｈ ｚ 、 例 え ば ８ ０ ｋ Ｈ ｚ の 交 流 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 背 後 に あ る 原 理 は 膨 張 し た 肺 の 胸 管 イ ン ピ ー ダ ン ス は 収 縮 し た （ 又 は 空 の ） 肺
の イ ン ピ ー ダ ン ス と は 異 な る こ と に あ る 。 こ れ は 肺 が 膨 張 し た と き に 電 極 間 に 絶 縁 材 料 （
空 気 ） が 存 在 す る こ と に よ る 。 こ の 発 明 は イ ン ピ ー ダ ン ス の こ の 変 化 を 利 用 し て 正 し い 挿
管 と 誤 っ た 挿 管 を 区 別 す る 。 気 管 内 管 を 気 管 に 挿 入 し 肺 が 呼 吸 す る と 、 胸 管 内 イ ン ピ ー ダ
ン ス の 変 化 が 直 ち に 認 め ら れ る 。 反 対 に そ の 管 が 食 道 又 は 胃 に 設 置 さ れ た と き に は 有 意 な
胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス の 変 化 は 測 定 出 来 な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 従 っ て 患 者 の 呼 吸 用 気 管 内 管 の 位 置 を 即 座 に か つ 連 続 的 に 監 視 す る 器 具 か ら な
る 。 患 者 の 呼 吸 用 気 管 内 管 の 設 置 を 評 価 し 監 視 す る 器 具 は
少 な く と も ２ 個 の 測 定 用 電 極 を 持 っ た 一 つ の 測 定 装 置 、
測 定 用 電 極 作 動 電 源 、
監 視 開 始 ／ 停 止 用 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置
肺 の 膨 張 の 有 無 、 そ の 結 果 挿 管 装 置 の 位 置 の 正 誤 を 知 ら せ る 表 示 装 置 又 は 警 報 装 置 、 及 び
電 極 間 信 号 の 送 信 用 連 結 装 置 、 電 源 、 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 、 及 び 表 示 装 置
か ら な る 。 こ の 器 具 の 特 徴 は 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス が 体 外 で 測 定 で き る よ う 電 極 を 胸 腔 上 に
設 置 す る こ と で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 器 具 に よ り 患 者 に 不 必 要 な ス ト レ ス を 与 え る こ と な く 正 常 な 挿 管 を 迅 速 か つ 確
実 に 評 価 で き る 。 こ の 装 置 は 傷 害 患 者 、 呼 吸 を し て い な い 患 者 、 Ｐ Ｅ Ａ （ 無 拍 脈 活 性 ） の
場 合 に 使 用 で き 、 さ ら に 除 細 動 装 置 と も 共 用 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 器 具 は ど の よ う な 挿 管 装 置 と も 共 用 で き そ の 結 果 高 い 融 通 性 を 持 つ 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 測 定 装 置 は ４ 個 の 電 極 か ら な り 、 そ の う ち ２ つ の 電
極 は 胸 腔 へ の 電 流 供 給 に 他 の ２ つ の 電 極 は 胸 腔 間 の 電 圧 降 下 測 定 に 使 わ れ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 発 明 の よ り 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て は 連 結 装 置 は 次 の 目 的 の た め の 処 理 装 置 か ら
な る ： 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 か ら の 始 動 命 令 の 授 受 、 測 定 作 業 の 管 理 、 イ ン ピ ー ダ
ン ス 信 号 の 計 算 及 び 分 析 、 時 間 に 伴 う 有 意 な イ ン ピ ー ダ ン ス 変 化 の 確 認 、 “ 呼 吸 ” 又 は “
無 呼 吸 ” 表 示 信 号 の 表 示 装 置 又 は 警 報 装 置 へ の 伝 送 、 及 び 測 定 値 、 計 算 値 、 及 び 参 照 値 保
存 用 記 憶 装 置 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 又 患 者 の 呼 吸 用 気 管 内 管 の 設 置 を 評 価 し 監 視 す る 方 法 か ら な る が そ の 場 合 a)　
気 管 内 イ ン ピ ー ダ ン ス 信 号 を 測 定 装 置 か ら 得 の 測 定 デ ー タ を も と に 得 、 か つ 　 b)　 イ ン ピ
ー ダ ン ス 信 号 を 分 析 し 経 時 に 伴 う イ ン ピ ー ダ ン ス 変 化 を 確 認 し 、 c)　 イ ン ピ ー ダ ン ス 変 化
を 既 定 の 閾 値 と 比 較 し 、 d) も し そ の 変 化 の 大 き さ が 既 定 値 を 越 え る 場 合 は 第 一 の 表 示 装
置 又 は 警 報 装 置 を 作 動 し て 正 常 挿 管 の 信 号 を 出 し 、 さ ら に （ 又 は ） 変 化 の 大 き さ が 既 定 値
を 越 え な い 場 合 は 最 初 の 装 置 と は 異 な る 第 二 の 表 示 装 置 又 は 警 報 装 置 を 作 動 し て 誤 挿 管 を
指 示 す る と い う 特 徴 を 持 つ 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 発 明 の 方 法 の 有 利 な 実 施 形 態 で は ス テ ッ プ a)か ら ス テ ッ プ c)を 測 定 装 置 に 連 結 し た
処 理 装 置 で 行 い 、 処 理 装 置 と 接 続 し た 記 憶 装 置 に 閾 値 を 保 存 す る 。 本 実 施 形 態 を 変 形 し た
も の で は ス テ ッ プ a)を 実 施 す る 前 に 使 用 者 が 開 始 信 号 を 処 理 装 置 に 出 し て 、 ス テ ッ プ a)か
ら ス テ ッ プ d)を 既 設 定 時 間 繰 り 返 す か あ る い は 使 用 者 が 停 止 信 号 を 処 理 装 置 に 出 す 迄 繰 り
返 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 器 具 は 低 電 力 消 費 で あ る こ と を 指 摘 す る こ と は 重 要 で あ る 。 何 故 な ら ば 本 装 置
で 動 力 が 必 要 な の は イ ン ピ ー ダ ン ス 測 定 装 置 、 処 理 装 置 ／ 記 憶 装 置 及 び 警 報 装 置 だ け で あ
る 。 衝 撃 付 与 時 に 高 い 動 力 が 必 要 な 除 細 動 器 と は こ の 発 明 は 明 ら か に 異 な る 。 こ の 発 明 に
よ る 器 具 は 低 動 力 し か 必 要 で な い か ら 、 そ の 一 つ の 実 施 形 態 と し て 電 源 が 低 エ ネ ル ギ ー 、
例 え ば 小 型 携 帯 電 池 を 持 つ 器 具 を 提 供 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 発 明 に よ る 器 具 の 測 定 用 電 池 は 高 感 度 の 物 が 使 用 さ れ る 。 こ れ ら は 損 失 が 出 来 る 限
り 低 く い よ う に 皮 膚 と 接 触 す る 。 電 極 の 主 な 働 き は 電 極 （ 電 子 ） と 組 織 （ イ オ ン ） と の 間
の 電 流 伝 導 を 促 進 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 よ り 簡 単 な 形 で は 作 動 用 ス イ ッ チ （ 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 ） 、 二 個 の 電 極 、 及 び
発 光 装 置 か ら な る 器 具 が あ る 。 電 極 を 患 者 の 胸 部 に 置 く と 器 具 は 起 動 す る 。 患 者 の イ ン ピ
ー ダ ン ス を 測 定 し 既 定 の 閾 値 を 越 え る イ ン ピ ー ダ ン ス 変 化 を 検 出 す る と 直 ち に 発 光 装 置 を
起 動 す る 。 発 光 装 置 は イ ン ピ ー ダ ン ス 値 が 閾 値 を 超 え て い る 限 り 作 動 し 、 そ の イ ン ピ ー ダ
ン ス が 閾 値 以 下 に 減 少 す る と 自 動 的 に 停 止 す る 。 こ の 実 施 形 態 で は 挿 官 の 連 続 監 視 が 可 能
で あ る 。 も し 閾 値 を 超 え た イ ン ピ ー ダ ン ス 変 化 を 検 出 し な か っ た 時 に は 、 第 二 の 警 報 装 置
又 は 表 示 装 置 が 作 動 し 誤 挿 官 信 号 を 出 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 オ フ 、 一 回 測 定 、 及 び 監 視 と い う 三 点 ス イ ッ チ を 持 つ 器 具 を 提 供 す る こ と も 出 来 る 。 “
オ フ ” 位 置 で は 検 出 は 行 わ れ な い 。 “ 一 回 測 定 ” 位 置 で は こ の 器 具 は 既 設 定 の 回 数 だ け 或
い は 停 止 す る ま で の 既 設 定 時 間 イ ン ピ ー ダ ン ス 値 を 測 定 す る 。 こ の 運 転 モ ー ド は 成 人 患 者
を 監 視 す る の に 有 用 で あ る 。 な ぜ な ら 一 度 正 し く 挿 官 さ れ る と 管 が 元 の 位 置 か ら は ず れ る
チ ャ ン ス は 低 い か ら で あ る 。 “ 監 視 ” 位 置 で は 測 定 は 器 具 が 停 止 す る ま で 継 続 さ れ る 。 こ
の 設 定 モ ー ド は 幼 児 の 監 視 及 び 騒 々 し い 条 件 下 （ ヘ リ コ プ タ ー 、 ボ ー ト 、 山 岳 救 助 等 に お
い て ） で の 監 視 に 有 用 で あ る 。 “ 監 視 ” 状 態 で は 又 患 者 の 呼 吸 数 を 測 定 し 分 析 す る こ と が
出 来 、 も し 呼 吸 数 が 設 定 範 囲 で な い 場 合 に は 別 の 警 報 装 置 を 作 動 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 又 数 個 の 発 光 装 置 ／ 音 発 生 装 置 又 は 表 示 装 置 を も つ 器 具 を 提 供 す る こ と が 出 来 る 。 こ れ
に よ り 装 置 が 作 動 し な い こ と に よ る 警 報 が 出 な い 状 態 を 避 け ら れ る 。 前 述 の よ う に こ の 発

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-511249 A 2006.4.6



明 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 肺 が 呼 吸 し て い る こ と を 示 す 第 一 信 号 が 出 力 さ れ 呼 吸 し て な
い こ と を 示 す 第 二 信 号 を 出 力 さ れ る 。 こ の 第 二 信 号 の 出 力 は イ ン ピ ー ダ ン ス 変 化 を 検 出 す
る こ と 無 し に 既 設 定 時 間 （ 例 え ば ５ 秒 ） 後 に 作 動 す る 。
こ の 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に お い て 、 器 具 は 電 池 の 充 電 状 態 を 制 御 す る 装 置 と 警 報 装 置 （
発 光 装 置 ／ 音 発 生 装 置 ） が 正 常 に 作 動 し て い る 事 を チ ェ ッ ク す る 装 置 か ら な る 。 こ の 装 置
の 一 つ の 形 態 と し て は 電 池 の 充 電 状 態 を 示 す 表 示 装 置 と 、 例 え ば ボ タ ン を 押 す と 発 光 装 置
／ 音 発 生 装 置 が 電 池 と 連 結 し こ の 装 置 が 作 動 す る 事 よ り な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 器 具 は 又 電 極 を 制 御 す る 装 置 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 で は 又 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 か ら 胸 部 内 イ ン ピ ー ダ ン
ス 用 参 照 値 と 閾 値 を 処 理 装 置 に 入 力 で き る 。 更 に こ の 装 置 に 患 者 の 特 性 、 例 え ば 患 者 の 年
齢 を 入 力 し た り 、 患 者 間 で 患 者 が い ず れ の グ ル ー プ に 属 す る か 選 択 す る こ と も 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に で は こ の 器 具 は 独 立 し た 携 帯 器 具 と 見 る 事 も 出 来 る が 、 蘇 生
／ 監 視 処 置 に 使 用 す る 除 細 動 器 や そ の 他 の 装 置 （ 例 え ば Ｅ Ｃ Ｇ ） の 中 に 組 み 込 む こ と も 出
来 る 。 Ｅ Ｃ Ｇ 器 具 か ら な る 器 具 及 び 本 発 明 に よ る 器 具 は 無 脈 拍 電 気 活 性 （ Ｐ Ｅ Ａ ） 、 即 ち
心 臓 は 電 気 シ グ ナ ル を 送 る が 患 者 は 呼 吸 し な い 状 態 を 検 出 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 パ ッ ド 又 は 電 極 を 胸 部 に 置 く と 直 ち に 器 具 は “ 安 静 ” 状 態 の 患 者 特 有 の イ ン ピ ー ダ ン ス
を 測 定 し 、 そ の 測 定 値 を 測 定 時 間 と 共 に 後 に 使 用 す る た め に 保 存 す る 。 そ れ ぞ れ の 胸 部 が
固 有 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 持 つ こ と が 記 さ れ る 。 胸 部 の 空 気 量 或 い は 血 量 が 呼 吸 ,血 流 又 は
胸 部 圧 縮 （ 心 拍 停 止 ） に よ り 変 化 す る と 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス が 変 化 す る 。 も し 肺 が 膨 張 す
る と 新 規 の 測 定 と 記 憶 値 と の 比 較 で イ ン ピ ー ダ ン ス 値 は 有 意 な 違 い と な る 。 胸 部 の 空 気 容
量 変 化 に よ る イ ン ピ ー ダ ン ス 変 化 の 測 定 に は 呼 吸 一 回 だ け で 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 は 添 付 の 図 に 示 し た 非 限 定 の 例 を 用 い て 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 こ の 図 で
　 図 １ は 本 発 明 に よ る 器 具 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 器 具 は こ の 場 合 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー
ス 装 置 ２ と し て オ ン ” と “ オ フ ” 位 置 付 き の 回 転 ス イ ッ チ を 含 む ハ ウ ジ ン グ か ら な る 。 こ
の ハ ウ ジ ン グ に は 電 源 （ 表 示 さ れ て い な い ） と し て の 携 帯 電 池 、 発 光 装 置 ３ 及 び 音 発 生 装
置 ４ を 含 む 。 電 極 e1と e2は 電 線 ５ で ハ ウ ジ ン グ と 接 続 す る 。 本 発 明 の こ の 実 施 形 態 で は 既
設 定 の 時 間 後 に 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス に 有 意 な 変 化 を 検 知 す る と 発 光 装 置 と 音 発 生 装 置 （ そ
れ ぞ れ ３ と ４ ） が 作 動 す る 。 実 施 形 態 と し て 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス 変 化 の 大 き さ に 従 っ て 選
択 的 に 作 動 す る 数 個 の 発 光 装 置 ／ 音 発 生 装 置 或 い は 表 示 装 置 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 後 に 詳 し く 述 べ る 本 発 明 の 好 ま し い 形 態 に お い て 、 測 定 装 置 は ４ 個 の 電 極 、 そ の 内 ２ 個
の 電 極 は 胸 腔 に 電 流 を 流 し 他 の ２ 個 は 電 圧 信 号 を 読 み と る 。 一 個 の 電 流 電 極 と 一 個 の 電 圧
電 極 を 同 じ パ ッ ド に 設 置 し ２ 個 だ け の パ ッ ド を 患 者 の 胸 部 の 設 置 す る こ と も 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 “ イ ン ピ ー ダ ン ス ” と い う 用 語 は 一 般 に 抵 抗 と 誘 導 項 ／ 容 量 項 か ら な る 複 素 数 に 関 す る
も の で あ る が 、 本 発 明 は イ ン ピ ー ダ ン ス の 抵 抗 ／ 容 量 項 だ け 及 び （ 又 は ） 誘 導 項 を 測 定 す
る こ と に よ り 明 ら か に 実 施 出 来 る 。 交 流 又 は 直 流 の 電 圧 ／ 電 流 を 用 い て 測 定 す る 。 直 流 の
場 合 に は イ ン ピ ー ダ ン ス の 抵 抗 項 の み 測 定 す る 。 し か し 測 定 に 直 流 を 使 用 す る の は 体 組 織
が 容 量 的 で あ る こ と か ら 不 適 当 で あ る 。 直 流 に よ る 測 定 は 従 っ て 単 に 皮 膚 層 の 抵 抗 を 反 映
す る に す ぎ な い 。 こ の こ と か ら 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 交 流 の 電 圧 ／ 電 流 の 使 用 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 明 ら か に 電 圧 ／ 電 流 ／ コ ン ダ ク タ ン ス の 測 定 は 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス の 決 定 と 同 様 に 使 用
で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 図 ２ は 本 発 明 の 器 具 １ を い か に 胸 部 内 管 ６ と 一 緒 に 使 わ れ か を 示 す 。 管 ６ が 正 し い 位 置
の 時 に は 、 気 管 ７ は 空 気 を 肺 に 送 り 肺 は 膨 張 し イ ン ピ ー ダ ン ス 値 は 電 極 e1と e2（ 或 い は e1
,
e2, e3及 び  e4)に よ り 測 定 さ れ る 。 こ の 値 が 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス の 有 意 な 増 加 に 相 当 す る
な ら 、 正 し く 挿 管 さ れ お り 第 一 の 発 光 装 置 ／ 音 発 生 装 置 が 作 動 す る 。 反 対 に こ の 値 が 胸 部
イ ン ピ ー ダ ン ス の 有 意 な 増 加 に 相 当 し な い な ら ば 、 第 一 の 発 光 装 置 ／ 音 発 生 装 置 は 作 動 し
な い 。 閾 値 を 越 え な い 場 合 に は 随 意 の 発 光 装 置 ／ 音 発 生 装 置 が 作 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ Ａ に 呼 吸 し て い る 患 者 の 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス を 時 間 に 対 し て プ ロ ッ ト し た 図 を 示 す
。 こ の 図 か ら 明 ら か な よ う に 、 呼 吸 活 動 に よ り 胸 部 内 イ ン ピ ー ダ ン ス が か な り 変 化 す る 。
又 こ の 事 は 後 述 の ご と く 本 発 明 の 方 法 に よ る テ ス ト で も 示 さ れ る 。 呼 吸 イ ン ピ ー ダ ン ス の
山 と 谷 と の 差 は ０ ． ５ オ ー ム の 変 化 で あ る 。 （ 図 ３ Ｂ ） こ れ ら の 図 は ト マ ッ サ オ 　 ペ リ ス
（ Tommassao Pellis） , ジ ョ ー 　 ビ セ ラ （ Joe Bisera） , ワ ン チ ャ ン 　 タ ン （ Wanchung T
ang） , マ ッ ク ス 　 ハ リ ー 　 ベ イ ル （ Max Harry Weil） 著 , ク リ テ ィ カ ル 　 ケ ア ー 　 メ デ
ィ ス ン 誌 、 ２ ０ ０ ２ 年 、 ３ ０ 巻 、 ４ 号 （ Crit Care Med, 2002, Vol. 30, Nr. 4） に  “ 心
拍 停 止 、 呼 吸 停 止 及 び 心 肺 停 止 の 自 動 検 出 可 能 な 自 動 体 外 除 細 動 器 の 拡 大 ” （ Expanding 
automatic external defibrillators to include automated detection of cardiac, res
piratory, and cardiorespiratory arrest” と 題 す る 論 文 に 見 出 さ れ 、 本 特 許 の 文 献 と し
て リ ス ト し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 本 発 明 に よ る 器 具 の 実 施 形 態 ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 こ の 図 は 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス 測
定 用 の 電 極 e1と e2か ら な る 測 定 装 置 e、 測 定 装 置 eの 作 動 用 電 源 ９ 、 監 視 開 始 と 停 止 用 の 使
用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 ２ 、 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 ２ か ら 開 始 命 令 を 受 け 、 測 定
プ ロ セ ス を 管 理 し 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 信 号 を 計 算 、 分 析 し 、 時 間 に 伴 う 有 意 な イ ン ピ ー ダ ン
ス 変 化 を 確 認 し 、 “ 呼 吸 ” か “ 無 呼 吸 ” を 表 す 信 号 を 表 示 装 置 又 は 警 報 装 置 ３ 、 ４ に 伝 送
す る 処 理 装 置 １ ０ と 、 測 定 値 、 計 算 値 、 参 照 値 の 保 存 用 記 憶 装 置 １ １ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ は 本 発 明 に よ る 方 法 の 一 つ の 実 施 形 態 を 表 す 図 で あ る 。 ス テ ッ プ ２ ０ で 開 始 命 令 を
使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 ２ か ら 処 理 装 置 １ ０ に 伝 送 す る 。 ス テ ッ プ ２ １ で イ ン ピ ー ダ
ン ス （ Z1） を 測 定 装 置 eと 処 理 装 置 １ ０ と で 測 定 す る 。 イ ン ピ ー ダ ン ス 値 の 変 化 の 確 定 に
は 参 照 値 （ Z0） を 処 理 装 置 １ ０ に 供 給 せ ね ば な ら な い 。 参 照 値 Z0が 入 手 出 来 る か は ス テ ッ
プ ２ ２ で 制 御 さ れ る 。 （ Z0は 保 存 又 は 記 憶 装 置 １ １ に 存 在 す る か 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス
装 置 ２ に よ り 入 力 出 来 る ） 。 も し Z0が 入 手 出 来 る な ら 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 変 化 （ Zch） を ス
テ ッ プ ２ ３ で 処 理 装 置 １ ０ に よ り 計 算 し 、 そ の 変 化 を ス テ ッ プ ２ ４ で 閾 値 （ Zthr） と 比 較
す る 。 こ の 閾 値 （ Zthr） は 又 保 存 装 置 或 い は 記 憶 装 置 １ １ か ら も 入 手 可 能 で あ り 、 又 使 用
者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 ２ か ら も 供 給 さ れ る 。 も し 閾 値 に 到 達 し な い な ら （ ス テ ッ プ ２ ５
） 、 “ 無 呼 吸 ” 状 態 を 評 価 し 処 理 装 置 ２ に よ り 対 応 す る 警 報 装 置 ３ ， ４ が 作 動 す る 。 本 発
明 の こ の 実 施 形 態 で は 測 定 、 比 較 、 警 報 作 動 プ ロ セ ス は 使 用 者 イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 ２ が
停 止 信 号 が 発 す る ま で 継 続 す る 。 も し 器 具 が 停 止 す る と （ ス テ ッ プ ２ ８ ） こ の プ ロ セ ス は
終 了 す る 。 も し 閾 値 に 到 達 す る か 越 え れ ば （ ス テ ッ プ ２ ６ ） 、 “ 呼 吸 ” 条 件 を 確 認 し 対 応
す る 警 報 装 置 が 作 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 も し 参 照 値 Z0が 利 用 で き な い 時 に は 、 第 一 回 の 測 定 結 果 か 初 期 測 定 で 得 た 値 を 新 し い Z0
と し （ ス テ ッ プ ２ ９ ） 前 述 し た よ う に ス テ ッ プ ２ １ か ら ス テ ッ プ ２ ８ の プ ロ セ ス を 継 続 す
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 記 憶 装 置 或 い は 保 存 装 置 １ １ は 更 に 処 理 装 置 １ ０ が 演 算 を 行 う と き 本 発 明 の 方 法 を 実 施
す る た め の 実 行 可 能 な コ ン ピ ュ ー タ ー プ ロ グ ラ ム 命 令 を 含 む 記 憶 部 か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 技 術 を 熟 知 す る 人 は 本 発 明 の 開 示 に 従 い 普 通 の 仕 事 と し て こ れ ら の 実 行 可 能 な 命 令
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を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ５ は こ の 方 法 の 一 つ の 可 能 な 実 施 形 態 を 示 す が そ の 他 の 変 形 も 可 能 で あ る 。 参 照 値 Z0
と 閾 値 Zthrは 患 者 の 特 性 （ 性 別 、 年 齢 、 体 重 な ど ） に 関 す る 表 に 保 存 で き る 。 使 用 者 イ ン
タ ー フ ェ ー ス 装 置 の 別 の ス イ ッ チ を 用 い て 患 者 グ ル ー プ 間 の 選 択 が で き 、 従 っ て 現 在 の Z0
値  及 び Zthr値 が 確 立 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で の 測 定 装 置 eの 図 を 示 す 。 こ の 測 定 装 置 は 次 の 物 か ら な る
。
-　 種 々 の コ ン ポ ネ ン ト を 作 動 さ せ る 動 力 供 給 源 で こ の 供 給 源 は 詳 し く は 図 ７ に 示 し 、
-　 胸 部 に 電 流 を 流 す た め の 電 極 e3, e4に 電 流 を 供 給 す る “ 電 流 運 搬 回 路 ” で 電 流 は 電 流
源 ９ に よ り 供 給 さ れ ,そ の 大 き さ は 500μ Ａ 、 周 波 数 は 80Hzで あ り ,そ の 回 路 の 詳 細 は 図 ８
に 示 し 、
-　 電 極 e1, e2か ら な る “ ピ ッ ク ア ッ プ ” 回 路 或 い は 検 出 回 路 、 差 信 号 の 測 定 乃 至 増 幅 用
の 機 器 増 幅 器 １ ２ ,　 低 域 濾 波 器 １ ３ （ 信 号 の 交 流 成 分 の み が 重 要 で あ る た め 整 流 前 に 直
流 を 濾 波 す る ） 、 及 び 直 流 出 力 を 供 給 す る 精 密 整 流 器 １ ４ で こ の 回 路 は 詳 し く 図 ９ に 示 す
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ７ は コ ン ポ ネ ン ト へ の 動 力 供 給 を 示 す 。 こ れ は 二 個 の 直 流 ９ Ｖ の 電 池 １ ４ ， 二 個 の 抵
抗 器 Ｒ １ と Ｒ ２ ， Ｌ Ｍ ７ ４ ／ Ｃ Ｎ 型 集 積 回 路 を 備 え た 増 幅 器 １ ５ 、 二 個 の １ ６ Ｖ 、 ４ ７ μ
Ｆ の コ ン デ ン サ ー Ｃ １ と Ｃ ２ 、 及 び 二 個 の Ｌ ７ ８ ０ ５ 及 び Ｌ ７ ９ ０ ５ 型 集 積 回 路 か ら な る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ８ は 電 流 運 搬 回 路 を 示 す 。 こ の 回 路 は 正 弦 波 発 信 器 １ ５ 、 定 電 流 発 生 装 置 １ ６ 、 及 び
出 力 時 の 緩 衝 回 路 １ ７ か ら な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ９ は ピ ッ ク ア ッ プ 回 路 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 器 具 を 胸 部 に 接 続 す る と 電 流 運 搬 回 路 と 連 結 し た 電 流 電 極 e1と e2を と う し て 電 流 が 送 ら
れ る 。 ピ ッ ク ア ッ プ 回 路 と 連 結 し て い る 他 の 電 極 e1と e2は 胸 部 で の 電 圧 降 下 を 示 す 。 こ の
電 圧 降 下 は 前 述 の 表 示 装 置 及 び 警 報 装 置 を 制 御 す る 処 理 装 置 に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ か ら ９ に 示 し た 測 定 装 置 で 豚 を 用 い て 本 発 明 の 方 法 を テ ス ト し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 豚 を 手 術 台 上 に 仰 向 け に 寝 か せ 麻 酔 を 施 し た 。 第 一 胸 部 内 管 を 胸 部 に 設 置 し た 。 こ の 準
備 中 豚 は こ の 管 （ 管 １ ） を 通 し て 呼 吸 し た 。 第 二 の 管 （ 管 ２ ） を 胃 に 呼 吸 さ せ る た め （ 誤
っ た 挿 管 ） 食 道 に 設 置 し た 。 電 極 e1, e2 , e3, e4を 豚 の 胸 の ４ つ の 異 な る 個 所 に 取 り 付
け 測 定 装 置 と 連 結 し た 。 測 定 装 置 の 出 力 は オ シ ロ ス コ ー プ に 連 結 し た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 管 １ を と う し て 肺 呼 吸 を し て い る 間 は オ シ ロ ス コ ー プ 出 力 に 変 動 が 認 め ら れ 、 こ の 変 動
は イ ン ピ ー ダ ン ス の 変 化 に 対 応 し 図 １ ０ に 示 し た 。 変 動 は １ ０ ｍ Ｖ 程 度 の 大 き さ で あ っ た
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ア ン ビ ュ ウ バ ッ グ を 管 ２ と つ な ぎ “ 呼 吸 ” を 試 み た 。 イ ン ピ ー ダ ン ス の 変 化 を 測 定 し た
が 変 動 は 検 知 さ れ な か っ た 。 そ の 結 果 を 図 １ １ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 挿 管 状 態 監 視 用 器 具 の 出 力 信 号 （ 光 ／ 音 ／ 画 像 ） は 周 囲 の 騒 音 に 影 響 さ れ な く
（ 従 来 技 術 の 聴 診 器 法 と は 反 対 に 聴 診 器 で 肺 の 音 を 聞 く の は 困 難 で あ る ） 、 低 心 拍 出 力 (
こ れ は 呼 吸 後 炭 酸 ガ ス 測 定 に 影 響 す る )に も 影 響 さ れ ず 、 十 分 な 呼 吸 に 到 達 す る 前 の 数 回
の 呼 吸 に よ る 遅 れ は な い 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 器 具 は 成 人 、 子 供 、 新 生 児 の 監 視 に 使 用 出 来 る 。 前 述 の よ う に 年 齢 に 関 わ ら ず 患 者
の 集 中 治 療 や 搬 送 時 に 正 常 な 管 の 設 置 を 監 視 す る 警 報 装 置 と し て も 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 は 又 挿 管 が 正 常 か 正 常 で な い か を 直 ち に 検 出 で き る 。 即 ち 挿 管 し た 患 者 の 集 中 治
療 や 搬 送 時 に 管 の 設 置 が 正 常 か 正 常 で な い か を 即 座 に 検 出 で き る 方 法 か ら な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 器 具 の 実 施 形 態 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 患 者 用 の 胸 部 内 管 及 び 本 発 明 に よ る 器 具 を 示 す 。
【 図 ３ 】 時 間 に 対 す る 胸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス の プ ロ ッ ト 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 器 具 の 実 施 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 図 を 示 す 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 測 定 装 置 の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 測 定 装 置 の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 測 定 装 置 の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る 測 定 装 置 の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 １ ０ 】 図 ５ － ９ の 測 定 装 置 使 用 に よ る テ ス ト 結 果 を 示 す 。
【 図 １ １ 】 図 ５ － ９ の 測 定 装 置 使 用 に よ る テ ス ト 結 果 を 示 す 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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